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17 34 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

54 50 4 0 2 2 3 0 2 0 0 0 0 1 1 0 0 1

69 85 3 8 5 0 0 2 3 0 0 2 0 0 2 4 2 0

140 157 30 6 39 10 30 4 37 2 0 1 0 4 0 1 2 4

14 20 6 1 0 0 5 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0

25 24 13 0 11 0 1 0 1 0 0 0 0 0 12 0 10 0

1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

25 38 3 2 5 0 2 1 4 0 0 1 0 0 1 0 1 0

107 97 7 4 5 3 6 0 4 0 0 2 0 2 1 2 1 1

7 12 2 0 1 3 2 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2

84 84 5 0 2 0 5 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0

4 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

16 16 0 5 0 5 0 4 0 4 1 1 0 0

伝 染 性 紅 斑

突 発 性 発 疹

ヘ ル パ ン ギ ー ナ

流 行 性 耳 下 腺 炎

RSウイルス感染症

急性出血性結膜炎

流 行 性 角 結 膜 炎

※平成30年1月1日より百日咳が全数把握疾患となりました。また、風しんの届出が「診断後7日以内」から「診断後直ちに」と変更になりました。
※平成30年5月1日より急性弛緩性麻痺が全数把握疾患となりました。

【感染症発生動向調査】　   ※定点医療機関からの情報をもとに集計  【学校欠席者情報】　※保育園、幼稚園、小中学校、高等学校の欠席者情報です。

県中地域の状況

〈咽頭結膜熱の小流行が続いています〉
　アデノウイルスの感染により、38～39度台の発熱、のどの痛み、結膜炎といった症状を引き起こす、
小児に多い病気です。プールでの接触やタオルの共用により感染することもあるので「プール熱」と呼ば
れることもあります。プールからあがったときは、シャワーを浴び、うがいし衛生を保つようにしましょ
う。患者とのタオルの共用など綿密な接触は避けましょう。
〈A群溶血性レンサ球菌咽頭炎の小流行が続いています〉
　A群レンサ球菌による上気道の感染症です。菌の侵入部位や組織によって多彩な臨床症状を引き起こし
ます。感染経路は飛沫感染、接触感染です。咳エチケット、手洗い、うがい、頻繁に人が触れる場所(ドア
ノブ等)の環境整備など基本的な対策を徹底することが必要です。
〈ヘルパンギーナの小流行が見られます〉
　発熱と口腔粘膜にあらわれる水疱性の発疹を特徴とした急性のウイルス性咽頭炎であり、乳幼児を中心
に流行します。いわゆる夏かぜの代表的な疾患です。詳しくは下記をご覧ください。
〈感染性胃腸炎の小流行が続いています〉
　食品や飲料水をとおし経口的に細菌、ウイルスなどの病原体が腸に感染してさまざまな消化器症状を引
き起こす病気です。
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福島県県中保健福祉事務所

                       平成30年第29週　県中保健福祉事務所感染症レター　　           (H30.7.16～H30.7.22)

福島県 県中地域 須賀川・岩瀬地区 石川地区 田村地区
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この情報に関するお問い合わせ先：県中保健福祉事務所 医療薬事課 感染症予防チ－ム 

ＴＥＬ：0248-75-7818    E-mail：kenchu_kansensyoyobou@pref.fukushima.lg.jp 

○治療 
 

・特異的な治療方法はありません。 

 通常は対処療法のみになります。 

・罹患しないように予防することが大切です。 

○症状 
・2～4日の潜伏期を経過し、突然の発熱に続いて 

 咽頭痛が出現します。 

・咽頭粘膜の発赤が顕著となり、口腔内、主として 

 軟口蓋から口蓋弓にかけての部位に直径1～2mm、 

 場合により大きいものでは5mmほどの 

 紅暈(こううん:皮膚が部分的に充血して赤く見えること) 

 で囲まれた小水疱が出現します。 

・小水疱はやがて破れ、浅い潰瘍を形成し、疼痛を伴います。 

・発熱については2～4日程度で解熱し、それにやや遅れて 

 粘膜疹も消失します。。 

・発熱時に熱性けいれんを伴うことや、口腔内の疼痛のため 

 不機嫌、拒食、哺乳障害、それによる脱水症などを呈する 

 ことがありますが、ほとんどは予後良好です。 

ヘルパンギーナの報告が増えています。 

○予防 
 

・感染経路は接触感染を含む糞口感染と飛沫感染です。 

・急性期にもっともウイルスが排泄され感染力が強いですが、 

 回復後にも2～4週間の長期にわたり便からウイルスが 

 検出されることがあります。 

・オムツの適切な処理、手洗い等の手指衛生の徹底が必要です。 


